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六月十目

地方の公債費負担の軽減1＝関する請願｛羽田孜看紹介〕（第五一三三号）

犯罪被容者救済制度の充実に関する言書願（羽田孜君紹介〕（第五一三四号）

地方税制改正に関する請訓羽田孜君籍介〕（第五一三五号）一

は本委員会1こ付請された。

本目の会議に付した案件

住民基本台帳法の一書院改正する法律案（内閣提出、第百四十二回国会閣法第七九暑）

このぺニジのトツブに戻る

　　午後五蒔三十穴分闘議

　　　　　　　◇
○坂井委員長これより会議を開きます。

第百四十二回国会、内閣提出、住民基本令嬢法の凹部を改正する法律案及び富路和明君外二名提出の鋒j］≡案を一

括して議題といたします。
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　これよリ内閣総理大昌≡に対する質疑を行います。

　質疑の申し出がありますので、漸次これを許します。古賀一成君。

○古賀（一）委員民主党の古賀一成でございます。当委員会でヨ彗1事を務めさせてし・、ただきまして、本住民基本台帳法

の審議にも、一生懸命勉強し、かかわってきた者でございます，

　きょう、異例の形であります1ナれども、当委員会iこ総理がお見えになるということで、これまでの審議のいわば総括の

ような形で、こうし一、う形1＝なったのはちょっと驚いておるわけでございますが、せっかくの機会でございます、民主党とし

ては、こういう彫で総理に質問するのがいいのかという…義論もございましたけれど毛、内閣のトップ1こあられる総理がお

見えでございますから、’歩でも二歩でも、要する‘二、この法案が将来あるし、は運用において確実になるように、ぞうし、

う思いであえてこの壇上に立たせていただいたわけでございます。

　三十時周を超える審議になリまして、私自身、三百分、きょうで三首十分の質問をいたす二とになります。それだ1チー

生懸命勉強したと私は自負をいたしておるとζろでございます。

　その中において、いろいろな大きい問題が提示をされ、あるい1ま、サイバーの世界といいますか電脳の世界特有のわ

からない部分、システムホールという言葉がございますけれど毛、ちょっとしたシステムの穴があった場合に犬量な国民

のデータが漏れていく。とりわけ、住民票コードというかぎと老いうぺき番籍がつけられる本制度でございます。

　そういう中で、我々、鋭意このシステムの改善すべき点、問題点を申し上げましたけれど毛、今般、修正案ということで

「速やか1＝、所要の措置を講ずる」という■文が入る二と、それを総理がしっかりとオーソライズをされる、こういう趣旨で

お昆え1＝なったと理解いたしまして、質問をさせていただきたい、かよう1二思います。

　まず、ちょっときっい言い方かもしれませんが、内閣のトップにおられる総理大臣が、本委員会で、修正案に対してい

わぱ保証するというか、中身を答えられるというのは、ある面では、この政府案がそれだけや1まり今後所要の措置を講

じなければならぬということを総理がみずから認められることに等しいのではないか。

　つまり、十分ではない、しかし将来は十分にするのだという意思表萌ともとれるわ1寸で、それならば、磁則こはr速やか

1＝、所要の描穫」と書いてあるから、そして総理大臣がそれを約東されるのであるならぱ、こういう決着ではなくて、むし

ろ総理大臣の爺により、この姻人情報保護捧制なり、あるいはこの本委員会で指摘のおったいろいろの重要な劇こっ

いて速やかに所要の措置を講ぜられれば、こういう附貝竈の修正というのは要らないのではないかという気がいたすわけ

であります。

　そういう面で、私は、委員会の樹高を鐘まえて、包括的個人情報保…董法とあわせまして、この指摘のあった諸点につ

いての改蕃案というものを出して対応するのが本筋ではなかろうか。それならば、当委員会でこれだけの審議をしたとい

う意味もはっきりと…忍められたことになって、私は、国会の奪套からいってそうすべきだと思うわけでありますが、総理の

この私の書旨捕に対します所見をお伺いいたしたいと思います。よろしくお願いします。

○小静内閣総理犬童まず、当委員会、熱心な御議論を展開し、御審議をいただきました二とに敬意を表したいと患い

ます。

　そこで、今回の改正案に基づく住民基本令嬢ネットワークシステムにおきまして、住民票コードの民間利用を禁止して

罰員1jで担保することを初めとして、このシステムの制度面、技術薗、運用面、いずれの面におきまして毛、厳重に本人確

認情報等を保護することとしており、本人確認榛靭＝関する個人情報保護法と毛言える毛のだと考えております。

　しかしながら、当季負会1こおける御審議におきまして最も熱心に議論されたのはプライバシー保護の問題であり、この

プライバシー保護措置で十分なのか、もっとしっかりとしたプライバシー保…婁が必要ではないかなどの主弓長をなされる委

員毛おられた毛のと伺っておるところでございます。

こうしたことから、自由長主党、自由党、公明党・改革クラブの三党におきまして、一層個人のプライバシー保護ができ

るような措置を政府に対して強く督励し、実施させることについて合意1こ至り、今回の修正案が出されたものと承知をい

たしておリます。

政府といたしましては、原案を提出いたしましたこと、その責任において、これが今回必要なものだということで認識を

いたしましたが、国会の御審議1こよりましてそうした御意見がまとめられました形での修正案、こうなったわけでございま

すので、この二とを．十分受1ナとめさせていただきながら、政府としては対処いたしていきたい、このように考えておる次第

でございます。

○古賀｛一）委員総理の方から、前衛きと私は評価したいわけでありますが、御答弁がございました。

実1ま、この法案を審議する過程で、全国紙に載りましたかなり大きいデータ握えい事件が二件発生をいたしたわ1ナで

あります。しか毛、今度はもっともっと大きい、ある面で1ま毛っと便剰だ。つまり、娃民繁コードという通し番号が全目民に

つ1ナられる、こういうことでございますので、住民票コードを持つこの鯖報システムというあは、名簿屋さん、あるい1まい

ろいろな経済活動、下手すると政治活動にかかわっても、や1まりみんながアクセスをしてくる、欲しがって。くる、私は二う

いうデータだと思うのですね。　　　　　　　　　．　　　…

そういう面で、このシステムが、施行は三年程度先だと思うのですが、いずれにして毛、目がつくり上げた全国民を対

象とする情報が、あの市役所で漏れた、この官庁から■覧表示がとられて，悟≡」えば住民裏コードが本人確認情報とと毛

に何万件とられた、こういったことになったとき1こ、私は、今後の健全な情報化社会というものに対する国民の、今で毛不

安があるのです、今でもある上に、今後、こんな危険なものならば、毛う一切合財情報化ばけしからぬという論議にまさ
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になっていくと思うのですよ。そういう面で、今の総理の答弁、本当1＝真剣な対応をお願いしたいと思います。

　それで、もう時間も迫っておりますが、一間はしょりますけれど毛、私は、この個人楮報保護というのは、言うはやすい

のですけれど毛、大変難しい問題だと思うのですね。なぜならば、日本の行政というのは全部縦割りで構成されておリま

して、こういう、法務省から、場合によっては納番が絡むならば大蔵省、毛ういろいろな役所が絡む個人情報保護法制で

ございます。

　したがいまして、この委員会でとりあえずこれで決着しても、恐らく、担当大臣はだれだ、おれじゃないとしか毛、中央

省庁再編のあらしが全省庁1ここれから吹いていくわけでありまして、毛う個人情報像…董法制どころじゃない、自分の役所

の自分の局の構成をどうする、他省との関係をどうするということに、恐らく霞が関はI亀1二なるんじゃないか。そのとき

に、この個人構報保護法制ですね、おれは担当じゃないということで、私は、きょうをもってこれが通った後に、そういう

雰囲気になるのではないかと大変恐れるのです。

　そ汕ま、この前毛委員会で、野田大臣の前で申し上げましたけれども、総合交通担当大臣とし．、うのは経済企画序長官

が併任されておりますけれども、私は、かつて建設省で担当しておりましたからよく知っております。こ杣まと嚇えず経

企庁に、一番やはい、総合調整の一つの問題、自動車重量税の配分の問題だろうと思うんですが、これを総合交通担

当大臣で、経企庁二あなたがとりあえずやリなさいという形が今でも続いているんですね。ところが、経済企画庁長官が

総合交遺体系の青頭をとったことがない、私はそういうことになるのではないかと思うのですね。

　したがいまして・せ？かく総理がお見えでごぎいますから・私は・類人情報保護担当大臣といいますか・特命担当で・

あえて組閣のときにこれを明示するというような対応も必要ではないかと思います。野田大臣にこれは聞くわけにはいき

ません、やはり総ミ里にしか質問できないことでございますので、一つの提言として申し上げますが、総理、その御覚悟は

ございますでしょうか，

○小渕内閣総重大臣急速に進む社会のネットワーク化の申で、個人情報の保護の量要性1ま十分認識いたしておると

ころでございます。

　このような認識に基づきまして、政府としては、個人情報保護のあり方1こついて総合的に検討をいたし、法整備を含め

たシステムを速やかに整える所存でございまして、御指摘の、個人橋報保護担当大臣を指名すべきでないかという点に

つきましては、一つの御意見として承らせていただきたいと思います。

○古賀（一〕委員時間が参りましたので、これで民主党を代表しての質問を終わります。よろしくお願い申し上げます．

○坂井委員長次に、富田茂之碧。

○富田委員公明党・改革クラブの富田茂之でごぎいます。

　私の方からは、修正案につきまして、句点か質問をさせていただきます。■昨日の委員会におきまして、こちらにいら

っしゃる自民党筆頭の宮路理事にもお尋ねしましたが、若干はぐらかされたような印象もございますので、きょうは、総

理また自治大臣1こしっかり、この法文についてどのように認識されているのか、・ぜひお尋ねをしたいと患います。

　自由民主党、公明党・改革クラブ、そして自由党、三会派が熱心に協議いたしまして修正案の提出に至りまして、附則

の第一条第二項で「この法律の施行に饗たっては、政府は、個入情報の保護に万全を期するため、速一やかに、所要の

捲置を講ずるものとする。jこういう一文が加わりました。

　自治大臣にお尋ねいたしますが、一昨日の審議で、宮路理拳また我が党の桝屋理事から、この所要の措置ということ．

について、三点ほど認識しているという御答弁がありました。自治大臣として、この所要の措置について現在とのような

認識でいらっしゃるか、ぜひ明確な櫛答弁をいただきたいと思います。

○野剛毅）国務大臣鮒則第’条第二項の「所要の措置」とほ、第’1＝、民間部門をも対象とした個入情報保護に関・

する法整錆を含めたシステムを速やか1二整えること、繁二1こ、第一のシステムの整備状況を踏まえ、住民基本台帳法に

おけるさらなる値人情報保護措置を講ずるため、所要の法改正等を図ること、第三に、地方公共団体が適切に往罠基

本台帳ネットワークシステムを運用することができるよう、自治省として個人情報保護に係る窮導を十分に行うことなど

を示す毛のと認識しております．

○富田委員一昨日の宮路理事の答弁よりさらに明確になったというふうに私は評価させていただきたいと患います

が、特に、値人情報保護1こ関する法整備、これを明言されました。また、住基法にお1子るさらなる値入精報保護措置を

講ずるため1こ所要の法改正も行う、これも含めての御答弁という、；・うに飼いました。

一昨日の審議で、まだまだいろいろ問題が起こるんじゃないかという、そういうところもきちんとこれから自治省として対

応をしていかれるという御答弁という、；・う1＝確認させていただきます由

総理、今自治大臣の方から三点にわたって、所要の幸書置について自治省としてはこういうふう1：考えているという御客一

弁をいただきました。ただ、これは毛う自治省所管だけでできる問題ではありません。個人鯖報保護は、政府一体となっ

て取り組んでいかなければいけない問題だと思います。総理として、この問題1こついてこれからどう取り組んでいかれる

のか、そして修正案の所要の措置、これをどのよう1こ現在認識して今後取り組まれていくのか、ぜひ総理のお言葉で、

御自分の、御自身の言葉で明確な回答をいただきたいと思います。よろしくお願いします。

○小静内閣総理大臣住民基本台楊去の一都を改正する法律案は、近年におけるコンピューター等の技術の飛躍的

発展に呼応しての住民サービスの向上と、特1こ地方公共団体の省力化、事務能力や効率化等に賓する毛のでありまし

て、いささかも国民のプライバシーを侵害するものでないことを確信しているところでございます。
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　本法案1こおきまして毛プライバシー保護に格段の配慮を行っているところでありますが、これまでの国会審議を踏ま

え、特に住民基本令嬢ネットワークのシステムの実施1＝当たりましては、民間部門をも対象とした．個人情報保護1こ関す

る法整猫を含めたシステムを速やかに整えることが前提であると認識をいたしております。

　大変貴重な時間でありますから多くを申し上げませんが、実は、コン。ピュデターをめぐる諸問題につきましては、私も、

昭和四十年代に自民党に情報産業振興…義貞蓮盟というのをつくりまして、その会長も務めてまいりました目当時、幹事

長をお務めいただきましたのは、ここにおる野田毅さんでございまして、コンピューター社会というものには光と影という

ものが常にあるという認識をしながら、しかし、この新しい知識集約産業という毛のを発展させなければならぬ、こういう

形で、かなりの期間、この問題に取り組んできております。

　したがいまして、今日、この住民基本台帳法という法緯の簡淀に当たりまして、種々この委員会でも御議論いただいた

のだろうと患いますが、コンピューター社会の中においてこれを効率的二効果的に活用するということの重要性と同時

に、それぞれの国民あ権蕃1」、’そしてまたこうした国民の人徳というものも守っていかなければならぬとL、うことでの認識一

という毛のにつきましては、私自身もかなり勉強をいたしてきたξ認識をいたしておるので、ぜひ御理解いただきたいと思

います。

○富田委曇かなり突っ込んだ御答弁をいただきました。総理と自治大臣がこれまでずっと長い闇そういうふう1＝取り組

まれてきたということを闘いて、ちょっと安心する部分毛ありますので、ただ、これからもお二人のコンビで、ぜひ値人情

報保護1＝向1ナて、きちんとした法整備をしていただきたい。

　特に、今総理の御答弁の申で、住民基本会媛ネットワークシステムの実施1：当たっては、民間部門を毛対象とした個

人情報保護に関する法整備を含めたシステムを速やかに整えることが散提だ、こういうふうに御答弁いただきました。私

たちの党も、まず包括的な個人情報保護法をつくって、それからこのシステムの運用に当たっていただきたいということ

をずっと自治雀に対して交渉してまいリましたので、今の総理の答弁のように、きちんとした包括的な個人情報保護法を

ぜひ総理のリーダーシップでつくっていただきたい。．

　自．由民主党、公明党・改革クラブ、自由党1ま、三党で、これを年内1：きちんと枠組みをつくってやってい二うというふうに

合意しておりますが、この三党だけで1まなくて内閣の方1こ毛、包括的な個人精報保護法をきちんと三年以内につくってい

くのだ、そういう御決意であると今の総理の答弁をお聞きしましたが、そのように理解してよろしいでしょうか．

O’恥湖内需総理大臣包括的個人精報保護法の具体自勺イメージが十分明らかで1まありませんが、民間部門をも対象と

した個入情報保護のあり方につきまして1ま、政府全体として、総合釣に検討し、法整備を含めたシステムを速やかに整

えてまいる所存でございます．

○富田委貞明確な御答弁をいただきました。

　六月四目に、自由民主党、自由党、公明党・改革クラブで、各政調の責信者が署名までしまして、確認書を取り交わし

そおります。「個人橋載保護に関する法律については、自由民主党一自由党及び公明党・改革クラブ間で今国会中に検

討会を設霞の上、法制化の検討に着手し、年内に基本的稗維の取りまとめを行い、三年以内1＝法制化を図る。jこちら

1＝いらっしゃる官路理事も本当1＝御苦労されたと思います。

ぜひ、三党は一生懸命これ1＝取り組みますが、政府、内閣総理大臣毛、また自治大臣毛しっかりと、きょう御答弁され

たことを傘頭にきちんと置いていただいて、これから個人情報保護法の制定に向けて努力していただきたいと患いま

す。ぜひよろしくお緩いいたします。

私の質問はこれで終わります。どうもありがとうございまし乞

○坂井委貫長次1こ、春名直車君。

○春名委員日本共産党の春名痩章です。
短い時間ですので、三点だけ最初に言いますあでお答えください．

第一は総理大臣に。総理1ま、プライバシー権、これへの御認識、どのような働認識を持たれているのか。当委員会で

も、自己の情報をコントロールする権利ということが通説になっているという議論も大分されました。プライバシー権への

御認識を聞かせてください。

それから二つ目は、今の話もありますけれど毛、今崖の所要の措置の中身1ま、民間や自治体を網羅した包括釣な個

入情報保護法、法律です、この法律をつくる。本改正案の施行の前提として包括的な個人橋報保護法をつくる。遼に言

えば、できなければ本改正案一は施行しない、こういう立場なのかどうか。この点を明確1二お答え＜たさい。

三番目。全国民に共通番号を振ることについてどうお考えでしょうか。憲法違反だというような西ドイツの判決など毛あ

ります。ごうし、う問題について総理自身の御認…哉、国民の合意という虐で今どうなっていると患っているのか，

そういう点について、一三点まとめて申しました、ぜひお答えをいただきたいと思います。

○勾、湖内圏総理大臣まず第一のプライバシ干の権奉一」とは何かということでございますが、これにつきまレては、確立し

た考えがあるとは言いがたいと思いますが、あえて申し上げ杣ま、一般論として、個入の秘密の傭報が公開されないこ

と、誤った精幸匿または不完全な構報i二よって自己に1関し誤った判断がなされないこと．そして、自己の情報を知り、コント

ロールするという概念がこれに含まれているというのが認識でございます。

次に、今回、包接的個人橋報保護法が改j］三法の施行の前提であるということにっいてのお尋ねでありましたが、今回

の改正法案1＝おきましては、民間部門を本人確認情報の提供先とせず、本人確認情報の厳重な保護措置を講じ、さら
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に住民票コードの民間利用を禁止していることから、住民基本台帳ネットワークシステムを導入する蔀提として包括的な

。個人情報保護法の制定を要するものでないとの認識を持っており、その旨、去る四月十三日の本会…義で述べたところで

あります。

　が、しかしながら、改正法案の審議の中で、担当大臣等により、現時点で可能な限り個人情報爆…董措置を講ずるなど

の説明を繰り返し行ったものの、なおプライバシーの保護に対する漠然とした不安、懸念は残っているとの幸旨摘があっ

たと承知をいたしております。一方、急速な情報化社会の進展の中で、民間都門を含めた個人情報保護法などの整備

が必要であるとの御…義論もあったところでございます。

　こうした状況の中で、住民基本台帳ネットワークシステムの実施に当たりましては、民間部門をも対象とした個人情報

保護に関する法整備を含めたシステムを速やかに整えることが前提であるとの認識こ至ったところでございまして、先

ほど来中し上げておりますように、個人の信幸聾保護法という毛のになりますか、これから政府といたしましては、個人の

情報嬢…董というものにっきまして1ま十分認識をして対処していきたいと考えております。

　繁三の問題こつきましては、この住民基本台帳ネットウークシステムが地方公共目1体共同の分散分権的システムで

ありまして、国が管理するシステムではなく、また、保商される本人確認情報は氏名、住所、性別、生年月目の四■情報、

住民票コード及び婦随情報のみであり、さまざまな個人情報を一元的に収集管理する二とを認めない仕組みとなってお一

ります．したがって、国民に付した番号のもとに国があらゆる個人情報を一元的に収集管理するという国民総背番号帝1」

とは異なるものと考えております。

　また、今後、本人確認情報の奉1幌対象を拡大する場合に1ま法改正が必要となるものであることから、当該法改正の際

に、住民基本台帳法の趣旨、目的を踏まえ慎重かう適切にキーj断されるものと考えておるところでございます。

0春名委員法整備を含めたという、含まった言葉だったので、少し心配しておりますけれども、以上で終わりたいと思

います。

○坂井委員長・次1こ、無久馬二三子君。

○知久馬委員私は、社会民主党・市民連合の知久馬二三子でございます。

　総劉こ＝点ばかりお伺いしたいと思います。

　去る四月十三日の本会議で、本改正案について総理1こ質問いたしましたけれど毛、その申で、今必要なことば、民間

部門を含めた包括的な個人情報保護法であり、それを欠いたまま住民基本台帳ネットワークシステムを構築すること

は、国民のプライバシーに対する実害を生じさせる危険性が強いということでお尋ねいたしました。総理1ま、それに対し

て、「このシステムを導入する前提として、包括釣な個人情報保護法の制定を要するものではない」とお答えいただきま

した。

　そこでお伺いいたしますが、総理1ま、今、その見解を1まっきりと変蔓されたと考えてよろしいのでしょうか。その点が一

点。

　そして、この委員会の…義論の中で、住民票コードの利用拡大は法律を改正すれぱできるとのお答えでした。そして、将

来これを納税者番暑1こ毛僅うという話も出ております。

そこで総理にお伺いいたしますが、政府は、日本のこれからの行政システムの中で、個別番号制をとるのか、また総

合的な番暑制をとろうと考えておられるのか、将来構想1＝ついてどのように描いておられるでしょうか。

　以上、この二点についてお伺いいたします，

○小渕内閣総理犬臣一まず第一点につきましては、先ほど来働答弁申し上げておりますが、委員御指摘のように、私自

身本会議で、今般の法榛の趣旨説明の段階1＝おきまして、そのようなことを申し上げたこと1ま事実であります。が、しか

しながらと先ほども申し上げておりますが、改正法案の審議の中で、握当大臣等よりも、現時点で可能な限りの個人情

報保護措置を講ずるなどの説窮を繰り返し行ったものの、なおプライバシー燥護1＝対する漠然とした不安、懸念が残っ

ているという指摘があったと承知をいたしておリます。

一方、急速な情報化社会の進展の中で、民間部門をも含めた個人轄報操護法などの整備が必要であるとの鰯議論も

あったところであります。こうした状況の中てミ、佳農基本台帳ネットワークシステムの実樹＝当たりまして、民間部門をも

対象とした個人鯖報保護に関する淫整備を含めたシステムを速やかに整えることが前提であるとの認識1こ至ったところ

でございます。

次に、今回の佳民票コードにつきましては、住民基本台帳事務のための番号でありまして、法定された公的部門に氏

名、住所等の本人確認情報を提供するために利用される毛のであリます．

今回の改正法案1こおきまして、住民票コードを含む本人確認情報の利用ヨ1＝ついては、濫定された事務処理以外の目

的のために利用、提供することを禁止していることから、住民菓コードを毛とに国がさまざまな個人情報を一元的に収集

管理することはてミきない仕組みになっておるところであります日このため、法改正なしに住民票コードを総合的な番号とし

て活用ヨすることはできないものであります。

なお、将来釣な各行政分野における住民票コードの活用につきましては、住民基本台帳法の趣旨、目的及び各行政

制虚の趣旨等を十分勘案し、法改正の際には慎重かつ適切1こ判断されるべき毛のと考えて．おります。

○鉋久馬委員ありがとうございました。

私は、やはり二の住民基本台帳ネットワークシステムの導入というのは、個人の利便性よりか、事務の効率化というの
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が高い隼思います。その中で、個人のプライバシーという点につきまして1ま大変心配なことがありますので、やはり法整

備をしてほしいと患いますことをお願いして、終わります。

ありがとうございました．

○坂井委員長これにて原案及び修正案に対する質疑は終局いたしました。

次回は、明十一日金曜日午前八時五十分遅箏会、午前九時委員会を開会する二ととし、本日は、これにて散会いたし

ます。

　　午後穴蒔五分散会

；一のぺ＝ジのトップ量コ戻．る
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